
1

は
じ
め
に

流
行
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
製
作
さ
れ
る
レ
コ
ー
ド
は
、
作
詞
・
作
曲
・
歌
手
の
三
位
一
体
で
世
に
送
り
出
さ

れ
る
。

日
本
で
流
行
歌
の
嚆こ

う

矢し

と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
初
期
、
ビ
ク
タ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
た
藤
原
義
江
の
「
出
船
」

「
鉾ほ

こ

を
お
さ
め
て
」
だ
っ
た
。

ヒ
ッ
ト
曲
の
基
準
と
な
る
十
万
枚
単
位
の
レ
コ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
三
年
の
「
波は

浮ぶ

の
港
」
が
最
初

で
、
野
口
雨
情
の
詞
に
、
中
山
晋
平
が
「
四ヨ

七ナ

抜
き
」
短マ

イ
ナ
ー調

の
哀
愁
を
そ
そ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
、
佐
藤
千

夜
子
が
歌
っ
た
。
つ
づ
い
て
、〝
わ
れ
ら
の
テ
ナ
ー
〟
藤
原
義
江
が
歌
い
、
両
者
合
わ
せ
て
十
数
万
枚
と
い
う

当
時
と
し
て
は
、
驚
異
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

『
ビ
ク
タ
ー
・
音
の
開
発
史
』（
私
家
版
）
は
、

「
こ
の
思
わ
ぬ
ヒ
ッ
ト
は
、
レ
コ
ー
ド
が
歌
の
強
力
な
媒
介
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
。
以
来
、
日
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
は
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
企
画
に
全
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
な
流

行
歌
―
―
歌
謡
レ
コ
ー
ド
時
代
の
幕
が
切
っ
て
お
と
さ
れ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

レ
コ
ー
ド
の
営
利
性
に
目
覚
め
た
ビ
ク
タ
ー
は
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
企
画
に
走
り
始
め
、
そ
の
第
一
弾
が
、
作
詞
・
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時
雨
音
羽
、
作
曲
・
佐
々
紅
華
、
歌
・
二
村
定
一
の
「
君
恋
し
」
と
、
作
詞
・
西
條
八
十
、
作
曲
・
中
山
晋
平
、

歌
・
佐
藤
千
夜
子
の
「
東
京
行
進
曲
」
で
あ
っ
た
。

「
東
京
行
進
曲
」
は
、
菊
池
寛
原
作
の
人
気
小
説
を
日
活
で
映
画
化
し
た
時
、
歌
と
映
像
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
相

乗
効
果
を
狙
っ
た
主
題
歌
だ
っ
た
。
原
作
は
〝
面
白
く
て
為
に
な
る
〟
を
謳
っ
た
野
間
清
治
の
率
い
る
大
日
本

雄
弁
会
講
談
社
の
百
万
部
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
に
連
載
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。

作
詞
は
、
早
稲
田
大
学
で
仏
文
学
の
教
鞭
を
と
る
詩
人
・
西
條
八
十
で
、
彼
は
当
て
よ
う
と
し
て
、
思
い
き

り
調
子
を
下
ろ
し
て
書
い
て
い
た
。

西
條
八
十
は
大
正
の
半
ば
、
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
「
か
な
り
や
」
を
発
表
、
一
躍
、
知
ら
れ
た
詩
人
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
も
し
て
い
る
大
学
教
授
が
、
流
行
歌
の
作
詞
に
筆
を
染
め
た
と
あ
っ
て
、
音
楽
評
論
家
の
伊

庭
孝
は
「
江
戸
っ
子
の
面
汚
し
」「
先
祖
の
助
六
に
済
ま
な
い
」
な
ど
の
個
人
攻
撃
を
、
ラ
ジ
オ
の
全
国
放
送

で
三
十
分
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
た
。

流
行
歌
は
、
こ
の
よ
う
に
当
初
は
、
市
民
権
の
得
ら
れ
な
い
継ま

ま

子こ

扱
い
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
特
に
イ
ン
テ
リ
や
教
育
者
か
ら
は
目
の
敵か

た
きに

さ
れ
て
い
た
。

イ
ン
テ
リ
の
さ
げ
す
み
の
対
称
で
し
か
な
か
っ
た
流
行
歌
の
歌
詞
に
、
市
民
権
が
与
え
ら
れ
た
の
は
昭
和
十

年
代
に
な
っ
た
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
戦
時
下
に
な
る
と
、
歌
は
青
少
年
を
皇
国
日
本
の
尖
兵
と
煽あ

お

る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
担
わ
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
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戦
後
は
一
挙
に
、
歌
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
の
範
囲
は
広
が
り
、
外
国
の
言
葉
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
ボ
ー

ダ
レ
ス
時
代
に
入
っ
て
い
っ
た
。

本
書
に
は
、
昭
和
の
時
代
に
活
躍
し
た
二
十
人
の
作
詞
家
の
横
顔
と
、
そ
の
代
表
作
を
五
曲
と
り
あ
げ
て
い

る
。生

涯
に
多
い
人
な
ら
三
千
か
ら
五
千
曲
は
作
っ
て
い
る
作
詞
の
世
界
で
、「
二
十
人
と
五
曲
」
と
は
、
い
か

に
も
些
少
で
あ
る
が
、
小
冊
子
故
、
多
く
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
五
曲
で
収
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

選
考
に
あ
た
っ
て
、
売
上
枚
数
は
も
ち
ろ
ん
、「
紅
白
」
で
歌
わ
れ
た
曲
、「
レ
コ
ー
ド
大
賞
」
の
受
賞
曲
な

ど
各
種
の
資
料
は
基
準
に
は
し
た
が
、
私
の
独
断
と
偏
見
の
そ
し
り
は
覚
悟
の
上
で
あ
る
。

そ
し
て
、
枚
数
の
関
係
で
「
君
の
名
は
」
な
ど
の
菊
田
一
夫
、「
か
え
り
船
」
な
ど
の
清
水
み
の
る
、「
高
校

三
年
生
」
な
ど
の
丘お

か

灯と

至し

夫お

、「
ブ
ル
ー
・
シ
ャ
ト
ウ
」
な
ど
の
橋
本
淳
、
さ
ら
に
「
横
須
賀
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
阿
木
耀
子
な
ど
、
錚
々
た
る
作
詞
家
を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
非
力
、
失
礼
を
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。
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だ
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ま
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。
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●
詩
か
ら
詞
へ
転
身

作
詞
家
生
活
十
年
足
ら
ず
で
、

四
十
曲
に
余
る
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を

生
み
出
し
た
の
が
、
佐
藤
惣
之
助

で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
な
じ
み
の
薄
い
名
前

だ
が
、次
に
書
く
曲
名
を
見
れ
ば
、

何
曲
か
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
歌

え
る
、
懐
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
と

思
う
人
も
き
っ
と
少
く
な
い
だ
ろ

う
。

「
赤
城
の
子
守
唄
」
竹
岡
信
幸 

作
曲
、
東
海
林
太
郎
歌

「
緑
の
地
平
線
」古
賀
政
男
作
曲
、

楠
木
繁
夫
歌

「
人
生
の
並
木
道
」
古
賀
政
男
作

曲
、
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
歌

「
青
い
背
広
で
」古
賀
政
男
作
曲
、

藤
山
一
郎
歌

「
人
生
劇
場
」
古
賀
政
男
作
曲
、

楠
木
繁
夫
歌

「
新
妻
鏡
」
古
賀
政
男
作
曲
、
霧

島
昇
・
二
葉
あ
き
子
歌

「
湖
畔
の
宿
」
服
部
良
一
作
曲
、

高
峰
三
枝
子
歌

昭
和
七
年
に
「
朝
顔
の
唄
」（
古

賀
政
男
作
曲
、
関
種
子
歌
）
で
初

ヒ
ッ
ト
し
、
翌
八
年
に
「
大
阪

音
頭
」（
佐
々
紅
華
作
曲
、
藤
本

二
三
吉
歌
）
で
も
そ
こ
そ
こ
の

ヒ
ッ
ト
で
知
ら
れ
た
作
詞
家
だ
っ

佐藤惣之助
（1890 ～ 1942）

神奈川県川崎市生まれ。佐藤紅緑に
師事し、俳句を学ぶ。1916 年、処
女詩集『正義の兜』で注目されるが、
のち歌謡詞に転向。二度目の妻は詩
人・萩原朔太郎の妹・愛子。

佐藤惣之助
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た
が
、
昭
和
九
年
に
な
る
と
、
東

海
林
太
郎
が
歌
い
大
ヒ
ッ
ト
し
た

「
赤
城
の
子
守
唄
」
で
、
一
躍
知

ら
れ
た
存
在
に
な
っ
た
。

翌
十
年
に
入
る
と
、
古
賀
政
男

作
曲
、
楠
木
繁
夫
の
歌
で
「
白
い

椿
の
唄
」、
古
関
裕
而
作
曲
、
淡

谷
の
り
子
の
歌
で
「
三
日
月
娘
」、

阿
部
武
雄
作
曲
、
東
海
林
太
郎

歌
で
「
む
ら
さ
き
小
唄
」、
そ
し

て
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
古
賀
政
男

と
の
コ
ン
ビ
で
「
緑
の
地
平
線
」

（
楠
本
繁
夫
歌
）、「
ゆ
か
り
の
唄
」

（
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
歌
）
で
、
不
動

の
人
気
作
詞
家
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。佐

藤
は
支
那
事
変
が
勃
発
す
る

と
「
バ
ラ
は
咲
け
ど
」（
古
賀
政

男
作
曲
、
藤
山
一
郎
歌
）、「
浅
草

の
灯
」（
古
関
裕
而
作
曲
、
伊
藤

久
男
歌
）
と
い
っ
た
流
行
歌
を
作

詞
す
る
一
方
で
、
時
局
に
迎
合
し

た
「
敵
前
上
陸
」（
長
谷
川
堅
二

作
曲
、
霧
島
昇
歌
）、「
南
京
だ
よ

り
」（
山
田
栄
一
作
曲
、
上
原
敏

歌
）、「
北
満
だ
よ
り
」（
三
界
稔

作
曲
、
上
原
敏
歌
）、「
暁
の
決

死
隊
」（
細
川
潤
一
作
曲
、
三
門

順
子
歌
）
な
ど
を
作
詞
し
て
い

て
、
そ
の
流
れ
の
中
で
も
っ
と
も

歌
わ
れ
た
の
が
「
燃
ゆ
る
大
空
」

で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
大
御
所
・

山
田
耕
筰
が
作
曲
し
、
霧
島
昇
と

藤
山
一
郎
ら
が
歌
っ
た
。
航
空
思

想
普
及
を
企
て
た
陸
軍
協
力
の
映

画
『
燃
ゆ
る
大
空
』
の
主
題
歌
で
、

日
本
初
の
航
空
映
画
で
あ
り
、
航

空
機
の
出
動
機
数
は
九
百
機
に
及

ん
だ
。
映
画
の
画
面
と
、
航
空
写

真
が
美
し
く
好
評
だ
っ
た
。

佐
藤
惣
之
助
は
、
歌
謡
曲
に
作

詞
を
転
じ
て
か
ら
、
ま
た
た
く
間

に
売
れ
っ
子
に
な
っ
た
が
、
大
正

五
年
に
詩
集
『
正
義
の
兜
』
を
刊

行
以
来
、『
季
節
の
馬
車
』『
颶
風

の
眼
』
等
、
昭
和
九
年
ま
で
に

二
十
三
冊
の
本
格
的
詩
集
を
出
版

し
て
い
な
が
ら
、
詩
で
は
暮
ら
せ

な
い
状
態
だ
っ
た
。

彼
は
、
表
向
き
は
大
正
詩
壇
の

輝
や
け
る
星
の
一
つ
に
位
置
づ
け
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衆
向
き
の
流
行
歌
で
、そ
れ
も「
赤

城
の
子
守
唄
」
な
ど
と
い
う
当
時

は
低
俗
と
い
っ
て
い
い
歌
謡
で
大

当
り
を
し
た
と
知
っ
た
詩
人
仲
間

は
、
半
ば
羨
望
、
半
ば
軽
蔑
の
眼

差
し
で
往
年
の
星
を
眺
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

●
ヒ
ッ
ト
に
は
無
関
心
？

し
か
し
、
ヒ
ッ
ト
の
鉱
脈
を
さ

ぐ
り
当
て
た
佐
藤
は
、「
緑
の
地

平
線
」「
男
の
純
情
」「
人
生
の
並

木
路
」「
青
い
背
広
で
」「
人
生
劇

場
」「
湖
畔
の
宿
」
と
、
矢
継
ぎ

早
に
ヒ
ッ
ト
を
連
発
。

彼
と
名
コ
ン
ビ
の
古
賀
政
男

は
、
佐
藤
に
つ
い
て
著
書
『
自
伝

わ
が
心
の
歌
』
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
た
。

「
惣
之
助
さ
ん
は
初
め
の
う
ち

は
、
か
な
り
観
念
的
な
詩
を
書
い

て
い
た
。
大
衆
詩
と
し
て
は
、
ど

う
も
素
直
に
飲
み
こ
め
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
義
太
夫
が

好
き
で
、
た
い
て
い
の
サ
ワ
リ
は

全
部
頭
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
人

だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
情
趣
を
現
代

に
置
き
換
え
た
よ
う
な
作
風
を
体

得
し
て
か
ら
は
、
次
々
に
す
ば
ら

し
い
詩
を
書
い
て
く
れ
た
。

平
易
な
言
葉
で
心
を
え
ぐ
る
よ

う
な
調
子
が
あ
り
、
曲
に
よ
く

乗
っ
た
し
、
よ
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

誘
い
出
し
て
く
れ
た
。」

ら
れ
て
い
た
が
、
生
計
の
大
半
を

妻
・
花
枝
の
長
唄
の
教
授
料
に

頼
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
前

途
は
知
れ
て
い
る
。

思
案
の
末
に
相
談
を
持
ち
か
け

た
の
が
、
詩
人
仲
間
の
松
村
又
一

で
あ
っ
た
。

松
村
も
ま
た
、
純
粋
な
詩
集
で

は
食
べ
て
い
け
な
く
て
、
歌
謡
の

分
野
の
詞
を
作
り
は
じ
め
て
い
た

の
で
、
佐
藤
の
こ
の
悩
み
は
充
分

理
解
で
き
、
詩
か
ら
詞
へ
の
転
身

に
は
、
双
手
を
挙
げ
て
賛
成
し
て

く
れ
た
。

そ
し
て
、「
赤
城
の
子
守
唄
」

が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
詩
壇
に
お

け
る
輝
や
け
る
星
が
、
一
転
、
大

佐藤惣之助
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東京都生まれ。早稲田大学文学部卒。
早稲田大学教授。デビュー詩集『砂
金』で注目される。歌謡曲だけでな
く童謡にも名作が多く北原白秋と並
ぶ大正・昭和期を代表する詩人。

●
国
中
を
踊
ら
せ
た

大
衆
の
好
み
に
合
い
、
広
く
歌

わ
れ
る
歌
謡
を
流
行
歌
と
い
う

が
、
こ
の
種
の
歌
が
蓄
音
機
の
普

及
に
よ
り
、
レ
コ
ー
ド
に
よ
っ

て
、
よ
り
広
く
流
行
し
は
じ
め
た

の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

る
。そ

の
走
り
と
な
っ
た
の
が
「
東

京
行
進
曲
」
で
あ
っ
た
。
文
壇
の

大
御
所
と
畏
敬
さ
れ
た
菊
池
寛

が
、
講
談
社
の
百
万
部
雑
誌
『
キ

ン
グ
』
に
連
載
し
て
い
た
人
気
小

説
を
、
昭
和
四
年
、
日
活
で
映
画

化
し
た
と
き
、
そ
の
主
題
歌
と
し

て
、
作
詞
を
当
時
、
新
進
の
詩
人

だ
っ
た
西
條
八
十
が
書
き
、
中
山

晋
平
が
作
曲
し
た
の
で
あ
る
。

西
條
は
、フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
、

象
徴
詩
に
傾
倒
し
て
い
た
詩
人
で

当
時
、
早
稲
田
大
学
仏
文
科
の
教

授
だ
っ
た
。

そ
の
高
踏
派
詩
人
が
、
流
行
歌

の
作
詞
を
引
き
受
け
た
裏
に
は
、

東
京
を
一
瞬
に
潰
滅
さ
せ
た
関
東

大
震
災
の
夜
の
貴
重
な
体
験
と
、

定
型
詩
一
筋
に
き
た
美
学
へ
の
こ

だ
わ
り
が
あ
っ
た
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
深
夜
の

体
験
と
は
、
命
か
ら
が
ら
上
野
の

山
へ
避
難
し
て
き
た
群
衆
の
中

で
、
少
年
が
無
心
に
ふ
く
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
、
絶
望
の

（1892 ～ 1970）

西條八
や

十
そ

西條八十
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い
た
時
代
に
、
二
十
五
万
枚
も
売

れ
る
と
い
う
空
前
の
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
歌
は
さ
ま
ざ
ま
な

酷
評
や
痛
論
に
さ
ら
さ
れ
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
放
送
を
断
行
す
る
や
、
音

楽
評
論
家
の
伊
庭
孝
は
、「
江
戸
っ

子
の
面
よ
ご
し
」「
先
祖
の
助
六

に
済
ま
な
い
」
と
い
っ
た
個
人
攻

撃
を
西
條
に
浴
び
せ
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
そ
ん
な
西
條
八
十
の

も
と
に
は
、
作
詞
の
注
文
が
殺
到

し
た
。

昭
和
六
年
「
泣
い
て
笑
っ
て　

鯉
口
切
れ
ば　

江
戸
の
桜
田　

雪

が
降
る
」
と
歌
う
「
侍
ニ
ッ
ポ
ン
」

だ
っ
た
。

西
條
は
、「
東
京
行
進
曲
」
の

作
詞
に
当
っ
て
、
思
い
き
っ
て
レ

ベ
ル
を
下
げ
、
詩
に
は
な
じ
ま
な

い
「
ジ
ャ
ズ
」「
ダ
ン
サ
ー
」「
丸

ビ
ル
」「
地
下
鉄
」「
シ
ネ
マ
」「
デ

パ
ー
ト
」
な
ど
、
当
時
の
モ
ダ
ン

な
風
景
と
生
々
し
い
言
葉
を
、
臆

面
も
な
く
詞
の
中
に
織
り
込
ん
で

み
た
。

映
画
『
東
京
行
進
曲
』
に
は
、

入
江
た
か
子
、
夏
川
静
江
、
見
明

凡
太
郎
、
小
杉
勇
ら
の
人
気
俳
優

が
出
演
。
そ
の
相
乗
効
果
で
レ

コ
ー
ド
は
、
台
湾
、
朝
鮮
な
ど
植

民
地
ま
で
加
え
た
日
本
で
、
蓄
音

器
が
わ
ず
か
十
万
台
と
い
わ
れ
て

渕
に
立
つ
人
々
が
、
心
を
い
や
さ

れ
て
い
る
シ
ー
ン
を
見
て
い
た
か

ら
だ
っ
た
。

「
こ
ん
な
安
っ
ぽ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
楽
し
ん
で

い
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
に
慰
楽
と

高
揚
を
与
え
ら
れ
る
。
俗
曲
も
い

い
も
の
だ
…
…
」

西
條
八
十
は
そ
の
と
き
、
大
衆

の
た
め
の
仕
事
の
価
値
を
し
み
じ

み
認
め
た
の
だ
っ
た
。

い
ま
一
つ
、
定
型
詩
へ
の
あ
こ

が
れ
と
は
、
当
時
、
自
由
詩
運
動

が
起
っ
て
い
て
、
西
條
が
磨
き
に

磨
い
た
定
型
詩
の
技
術
の
や
り
場

に
困
り
、
そ
の
不
満
の
は
け
口
を

流
行
歌
に
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
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歌
わ
れ
て
い
る
歌
に
、「
支
那
の

夜
」「
蘇
州
夜
曲
」「
な
つ
か
し
の

歌
声
」「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」

「
同
期
の
桜
」「
若
鷲
の
歌
」
な

ど
、
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た
ヒ
ッ
ト
が

あ
る
。

西
條
は
、
軍
国
歌
謡
を
書
く
一

方
で
、
支
那
事
変
の
緒
戦
、
従
軍

文
化
人
と
し
て
、
首
都
・
南
京
陥

落
後
の
日
本
軍
の
入
城
式
を
特
別

席
で
見
て
い
た
。

そ
の
帰
途
、
長
江
を
魚
雷
艇
に

乗
っ
て
下
っ
て
い
る
と
き
、
南
京

か
ら
筏
で
逃
げ
る
敗
残
兵
を
、
日

本
軍
が
掃
討
す
る
の
を
目
撃
し

て
、
衝
撃
を
受
け
た
。

彼
は
、
長
江
に
漂
う
ジ
ャ
ン
ク

花
も
嵐
も

踏
み
越
え
て

行
く
が
男
の

生
き
る
道

映
画
も
歌
も
空
前
の
ヒ
ッ
ト
と

な
る
が
、
西
條
は
こ
の
と
き
大
衆

の
心
を
捉
え
そ
う
な
文
句
を
、
調

子
よ
く
綴
る
ヒ
ッ
ト
の
コ
ツ
を
つ

か
ん
で
い
た
。

「
い
っ
た
い
レ
コ
ー
ド
の
歌
詞
と

い
う
も
の
は
、作
曲
と
相
ま
っ
て
、

聴
く
者
に
は
、
厳
密
な
連
結
を
持

つ
意
味
な
ど
は
要
ら
な
い
」
の
セ

オ
リ
ー
の
発
見
だ
っ
た
。

西
條
八
十
は
、
戦
時
下
に
は
戦

争
を
背
景
に
し
た
作
詞
を
書
き
つ

づ
け
る
が
、
そ
の
中
で
、
い
ま
も

が
大
ヒ
ッ
ト
。
つ
づ
い
て
「
女
給

の
唄
」「
銀
座
の
柳
」「
天
国
に
結

ぶ
恋
」「
涙
の
渡
り
鳥
」「
サ
ー
カ

ス
の
歌
」
と
、
世
は
西
條
の
作
詞

の
独
壇
場
の
感
が
あ
り
、
さ
ら
に

昭
和
八
年
に
は
、日
本
中
が「
ハ
ァ

　

踊
り
踊
る
な
ら
チ
ョ
イ
ト　

東

京
音
頭　

ヨ
イ
ヨ
イ
…
…
」の「
東

京
音
頭
」
に
制
圧
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

昭
和
十
三
年
の
夏
、
軽
井
沢
に

い
た
西
條
に
川
口
松
太
郎
の
小
説

『
愛
染
か
つ
ら
』
の
映
画
化
主
題

歌
の
作
詞
依
頼
が
あ
っ
た
。
大
至

急
の
注
文
で
、
わ
ず
か
二
時
間
で

仕
上
げ
た
歌
が「
旅
の
夜
風
」だ
っ

た
。

西條八十
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長崎県平戸市生まれ。慶應義塾大学
文学部卒。伊庭孝に師事。浅草オペ
ラの俳優を経て、1938 年、コロム
ビアに入社、専属作詞家となる。日
本作詩家協会会長などを歴任。

（1898 ～ 1979）

●
生
来
の
バ
ガ
ボ
ン
ド

年
端
も
ゆ
か
な
い
少
女
が
、
大

人
の
歌
を
堂
々
と
歌
う
。
楽
譜
は

読
め
な
い
が
、
い
ち
ど
ピ
ア
ノ
で

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
す
か
、
作
曲
家

が
歌
っ
て
み
せ
る
と
、
こ
の
少
女

は
狙
っ
た
以
上
の
味
を
ピ
タ
リ
と

出
す
。

子
供
が
大
人
の
歌
を
歌
う
の
だ

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
チ
グ
ハ

グ
の
感
じ
は
否
め
な
か
っ
た
が
、

人
を
魅
き
つ
け
る
味
が
強
烈
だ
っ

た
。
歌
手
の
名
は
、
美
空
ひ
ば
り

で
あ
っ
た
。

歌
謡
界
は
、
突
如
出
現
し
た
こ

の
少
女
歌
手
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・

シ
ョ
ッ
ク
に
似
た
衝
撃
を
受
け

た
。
公
共
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
敬

遠
策
を
と
り
な
が
ら
洞ほ

ら

が
峠
を
極

め
こ
ん
で
い
た
。

作
詞
家
の
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー

は
、
ゲ
テ
も
の
と
新
聞
紙
上
で
罵

倒
し
て
い
た
。
そ
ん
な
逆
風
の
吹

く
中
で
、
美
空
ひ
ば
り
の
才
能
を

い
ち
早
く
認
め
、
反
対
を
押
し

切
っ
て
「
あ
の
子
は
、
絶
対
も
の

に
な
る
。
お
れ
が
保
証
す
る
！
」

と
断
言
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い

た
。
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
の
根

村
唯
由
で
あ
る
。

伊
藤
正
憲
文
芸
部
長
も
、
根
村

と
い
っ
し
ょ
に
ひ
ば
り
の
有
楽
座

の
舞
台
を
の
ぞ
い
て
、

藤浦 洸
こ う

藤浦 洸
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者
に
は
、
大
人
顔
負
け
の
巧
み
な

歌
手
と
は
い
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
敬
遠

し
、
作
詞
界
の
ド
ン
だ
っ
た
サ
ト

ウ
ハ
チ
ロ
ー
が
、
ゲ
テ
も
の
呼
ば

わ
り
し
て
い
る
ひ
ば
り
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
書
く
行
為
に
「
？
」
を
感

じ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

藤
浦
の
ヒ
ッ
ト
し
た
戦
前
の
歌

を
並
べ
て
み
る
と
、
赫か

く

々か
く

た
る
も

の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年「
別
れ
の
タ
ン
ゴ
」

（
平
川
英
夫
作
曲
、
淡
谷
の
り
子

歌
）昭

和
十
二
年
「
別
れ
の
ブ
ル
ー

ス
」（
服
部
良
一
作
曲
、
淡
谷
の

り
子
歌
）

昭
和
十
三
年
「
バ
ン
ジ
ョ
ー
で

唄
え
ば
」（
服
部
良
一
作
曲
、
中

野
忠
晴
歌
）

昭
和
十
四
年
「
一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
か
ら
」（
服
部
良
一
作
曲
、

霧
島
昇
・
ミ
ス
コ
ロ
ム
ビ
ア
歌
）

昭
和
十
四
年　
「
チ
ャ
イ
ナ
・

タ
ン
ゴ
」（
服
部
良
一
作
曲
、
霧

島
昇
・
ミ
ス
コ
ロ
ム
ビ
ア
歌
）

昭
和
十
四
年「
広
東
ブ
ル
ー
ス
」

（
服
部
良
一
作
曲
、
渡
辺
は
ま
子

歌
）昭

和
十
四
年「
懐
し
の
ボ
レ
ロ
」

（
服
部
良
一
作
曲
、
藤
山
一
郎
歌
）

昭
和
十
四
年
「
長
崎
の
お
蝶
さ

ん
」（
竹
岡
信
幸
作
曲
、
渡
辺
は

ま
子
歌
）

「
あ
の
子
は
商
売
に
な
る
。
引
っ

ぱ
っ
て
こ
い
！
」
と
命
じ
た
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
人

び
た
声
で
大
人
の
歌
を
う
た
う
少

女
歌
手
を
迎
え
る
こ
と
に
は
、
背

を
向
け
て
い
た
。

紆
余
曲
折
を
経
て
、
ひ
ば
り
は

コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
迎
え
ら
れ
、
昭
和

二
十
四
年
夏
、「
河
童
ブ
ギ
」
で

デ
ビ
ュ
ー
す
る
が
、
作
詞
を
担
当

し
た
の
は
、
昭
和
初
期
か
ら
タ
ン

ゴ
、
ブ
ル
ー
ス
、
ボ
レ
ロ
と
い
っ

た
欧
米
風
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
名

手
・
服
部
良
一
と
の
コ
ン
ビ
で
、

ヒ
ッ
ト
を
連
発
し
て
い
た
藤
浦
洸

で
あ
っ
た
。

藤
浦
の
ヒ
ッ
ト
の
数
々
を
知
る
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●
投
稿
の
作
詞
が
大
ヒ
ッ
ト

昭
和
五
年
か
ら
六
年
は
、
昭
和

大
恐
慌
と
呼
ば
れ
、
日
本
が
最
悪

の
事
態
を
迎
え
た
年
だ
っ
た
。
国

民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
を
見
る
と
、

恐
慌
前
の
昭
和
四
年
を
一
〇
〇
と

す
る
と
、
五
年
は
八
九
・
一
、六
年

は
八
〇
・
六
と
、
ど
ん
底
に
落
ち

こ
ん
で
い
た
。

失
業
者
は
街
に
あ
ふ
れ
、
そ
の

数
は
二
百
五
十
万
か
ら
三
百
万
人

に
達
し
、
故
郷
へ
帰
る
に
も
旅
費

が
な
く
、
線
路
筋
を
と
ぼ
と
ぼ
と

歩
い
て
帰
る
失
業
者
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。

労
働
争
議
は
増
加
し
、
東
北
・

北
海
道
は
「
凶
作
飢
饉
」
に
見
舞

わ
れ
、
娘
を
百
円
足
ら
ず
で
売
っ

て
窮
地
か
ら
の
脱
出
を
は
か
る
人

も
い
た
。

白
米
十
キ
ロ
が
一
円
六
十
九

銭
、
大
工
の
手
間
賃
が
一
日
、
二

円
二
十
八
銭
と
い
わ
れ
て
い
た
当

時
の
百
円
で
あ
る
。

活
動
写
真
に
弁
士
が
付
い
て
、

場
面
に
合
わ
せ
て
ベ
ラ
ベ
ラ
と

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
の
に
、
ト
ー

キ
ー
映
画
の
出
現
で
弁
士
無
用
と

な
る
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
、
徳
川

夢
声
、
大
蔵
貢
な
ど
は
弁
士
失
職

と
な
っ
て
、
漫
談
や
映
画
館
経
営

へ
と
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

漫
才
や
落
語
が
は
や
っ
た
の
も

（1901 ～ 1970）

北海道根室市生まれ。函館日日新聞
の社会部長兼学芸部長時代の「酒は
涙か溜息か」がヒット。1933 年、
上京、作詞家活動を開始。石本美由
起、宮川哲夫らを育てた。

高橋掬
き く

太
た

郎
ろ う

高橋掬太郎
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こ
の
頃
か
ら
で
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー

に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
顔
を
出
す
よ

う
に
な
り
、
店
に
備
え
つ
け
ら
れ

て
い
た
蓄
音
器
を
か
け
て
、
流
行

歌
に
耳
を
傾
け
る
の
が
モ
ダ
ン
な

風
景
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

こ
の
要
請
に
応
え
て
、
レ
コ
ー

ド
業
界
で
は
各
社
あ
げ
て
ヒ
ッ

ト
を
狙
い
作
詞
に
知
恵
を
し
ぼ

り
、
旋
律
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
格

好
の
歌
手
に
歌
わ
せ
る
、
い
わ
ゆ

る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が

整
っ
て
い
っ
た
。

北
海
道
は
函
館
市
の
函
館
日
日

新
聞
社
の
社
会
部
長
兼
学
芸
部

長
・
高
橋
掬
太
郎
か
ら
、
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
文
芸
部
所
属
の
新
進
作

曲
家
・
古
賀
政
男
宛
に
、
二
行
詞
、

四
連
の
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
が

送
り
届
け
ら
れ
て
き
た
の
は
、
古

賀
が
作
曲
し
た
「
乙
女
心
」（
関

種
子
歌
）、「
日
本
橋
か
ら
」（
同
）、

「
チ
ャ
ッ
カ
リ
し
て
る
わ
ね
」（
天

野
喜
久
代
歌
）「
キ
ャ
ン
プ
小
唄
」

（
藤
山
一
郎
歌
）「
月
の
浜
辺
」（
河

原
喜
久
恵
歌
）
の
五
曲
が
、
一
気

に
発
売
さ
れ
た
昭
和
六
年
の
六
月

だ
っ
た
。

流
行
歌
が
起
承
転
結
の
セ
オ

リ
ー
を
踏
ん
で
、
四
行
、
五
行
、

六
行
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
と

き
に
、
高
橋
掬
太
郎
か
ら
届
い
た

詞
は
、
次
の
通
り
だ
っ
た
。

　
　

一

酒
は
涙
か　

溜
息
か

心
の
う
さ
の　

捨
て
ど
こ
ろ

　
　

二

遠
い
え
に
し
の　

か
の
人
は

夜
毎
の
夢
の　

せ
つ
な
さ
よ

　
　

三

酒
は
涙
か　

溜
息
か

悲
し
い
恋
の　

捨
て
ど
こ
ろ

　
　

四

忘
れ
た
筈
の　

か
の
人
に

残
る
心
を　

な
ん
と
し
よ
う

字
足
は
七
・
五
、七
・
五
の
二
行

で
、
四
連
と
な
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
新
鮮
だ
っ
た
。

作
曲
を
頼
ま
れ
た
古
賀
政
男



77

●
四
十
年
で
百
五
曲
の
ヒ
ッ
ト

昭
和
の
作
詞
王
と
い
え
ば
西
條

八
十
を
指
す
だ
ろ
う
。
そ
の
西
條

門
下
生
で
、
師
を
凌
ぐ
数
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
、
ビ
ク
タ
ー
で
書
き
つ
づ

け
た
の
が
、
新
聞
記
者
上
り
の
佐

伯
孝
夫
で
あ
る
。

昭
和
九
年
、
中
山
晋
平
作
曲
、

歌
は
小
唄
勝
太
郎
、
三
島
一
声
、

徳
山
璉
の
競
作
で「
さ
く
ら
音
頭
」

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、
昭
和
五
十
年
、

吉
田
正
作
曲
、
橋
幸
夫
歌
の
「
花

の
喧
嘩
旅
」
に
至
る
四
十
一
年
間

に
、
ヒ
ッ
ト
曲
と
認
め
ら
れ
る
売

上
げ
枚
数
の
詞
は
、
ざ
っ
と
数
え

る
と
百
五
曲
も
あ
る
。

ヒ
ッ
ト
率
が
二
、三
％
の
歌
謡

界
で
、
百
余
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
裏
に

は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
知
ら
れ

ざ
る
曲
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ

を
考
え
る
と
、
こ
の
ヒ
ッ
ト
数
は

尋
常
で
は
な
い
。

佐
伯
孝
夫
は
ビ
ク
タ
ー
の
専
属

ほ
ぼ
一
筋
だ
っ
た
関
係
で
、
戦
前

は
佐
々
木
俊
一
と
組
み
、
灰
田
勝

彦
や
小
畑
実
に
作
詞
を
し
て
い
た

が
、
戦
後
は
吉
田
正
と
の
コ
ン
ビ

で
、吉
田
門
下
の
フ
ラ
ン
ク
永
井
、

鶴
田
浩
二
、
松
尾
和
子
、
橋
幸
夫

そ
し
て
吉
永
小
百
合
ら
に
詞
を
提

供
し
た
。

一
覧
表
を
見
る
と
、
佐
伯
の
歌

は
作
曲
、
歌
手
の
コ
ン
ビ
の
片
寄

東京都生まれ。早稲田大学文学部
卒。西條八十に師事。新聞記者を経
て 1939 年、ビクターの専属となる。
吉田正と組んで多くの都会派歌謡の
ヒット曲を生み出した。

（1902 ～ 1981）

佐伯孝夫

佐伯孝夫
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り
に
驚
か
さ
れ
る
。
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
戦
後
は
吉
田
正
作
曲
の

ヒ
ッ
ト
が
七
十
％
を
越
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
歌
手
は
当
然
、
吉
田

門
下
生
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

吉
田
は
、
佐
伯
孝
夫
の
手
引
き

で
作
曲
界
に
登
場
し
て
い
て
、
佐

伯
が
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
』
を
、
つ
れ
づ
れ
に
聞
い

て
い
な
か
っ
た
ら
、
吉
田
は
、
別

の
人
生
を
辿
っ
て
い
た
に
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

佐
伯
が
そ
の
日
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
』
に
耳
を
傾
け
て
い
る

と
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
復
員
兵
と

名
の
る
中
村
耕
造
な
る
人
物
が
出

場
し
、
歌
う
前
に
、

「
こ
の
歌
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留

所
で
誰
が
つ
く
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
歌
わ
れ
て
い
た
望
郷
の

歌
で
し
た
。
私
た
ち
は
厳
し
い
寒

さ
と
重
労
働
の
合
間
に
、
こ
の
歌

を
歌
っ
て
励
ま
し
合
っ
て
き
ま
し

た
」と

、口
上
を
述
べ
た
上
で
、朗
々

と
響
く
声
で
、

今
日
も
越
え
行
く　

亦ま
た

山
を

黒あ

お馬
よ
辛
か
ろ　

切
な
か
ろ

が
ま
ん
だ　

待
っ
て
ろ

あ
の
嶺
越
え
り
や

甘
い
清
水
を　

汲
ん
で
や
る

と
、
名
も
知
ら
ぬ
兵
の
作
っ
た

素
朴
な
望
郷
歌
を
歌
っ
た
の
で
あ

る
。市

川
の
自
宅
で
寢
っ
転
が
っ

て
聞
い
て
い
た
佐
伯
孝
夫
は
、

と
っ
さ
に
「
い
い
曲
だ
。
受
け
る

ぞ
」
と
新
聞
記
者
時
代
に
鍛
え
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
感
覚
で

速
断
。
翌
朝
、
専
属
の
ビ
ク
タ
ー

の
磯
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
知
ら
せ

た
の
で
あ
る
。

磯
部
は
直
ち
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
駆
け

つ
け
、レ
コ
ー
ド
化
の
話
を
つ
け
、

他
社
と
は
鼻
の
差
で
権
利
を
つ
か

み
、
発
堀
者
の
佐
伯
が
の
ど
自
慢

で
歌
わ
れ
た
詞
に
手
を
加
え
、
清

水
保
雄
の
編
曲
を
経
て
、
竹
山
逸
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東京都生まれ。作家・佐藤紅緑の長
男。本名八郎。旧制早稲田中学中
退。作家・佐藤愛子は異母妹。父へ
の反発から若い時から放蕩をくりか
えす。JASRAC 会長などを歴任。

（1903 ～ 1973）

サトウハチロー

並
木
路
子
と
霧
島
昇
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
版
の
み
）
が
歌
っ
て
い
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
検
関
第
一
号
の
松
竹
映

画
『
そ
よ
か
ぜ
』
の
主
題
歌
で
、

こ
の
歌
に
は
そ
れ
ま
で
の
流
行
歌

に
は
な
か
っ
た
、
大
衆
に
歌
う
こ

と
を
呼
び
か
け
る
革
新
的
な
詞し

藻そ
う

と
、
明
る
い
曲
想
が
こ
め
ら
れ
て

い
た
。

映
画
の
『
そ
よ
か
ぜ
』
は
、
劇

場
の
し
が
な
い
照
明
係
の「
み
ち
」

と
名
付
け
ら
れ
た
乙
女
を
、
バ
ン

ド
の
メ
ン
バ
ー
が
応
援
し
、
ス

タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
ま

で
を
描
い
て
い
た
。
バ
ン
ド
の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
人
気
ス
タ
ー
上
原

謙
、
佐
野
周
二
。
さ
ら
に
歌
手
の

●
放
蕩
詩
人
ハ
チ
ロ
ー

人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
た
言
葉
に
「
歌

は
世
に
連
れ　

世
は
歌
に
つ
れ
」

が
あ
る
。

流
行
歌
が
、
時
代
の
風
潮
を
写

す
鏡
の
役
割
り
を
果
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
慣
用

語
は
う
な
ず
け
る
。

こ
の
言
葉
に
照
ら
し
て
み
る

と
、
日
本
国
民
の
空
前
の
体
験

だ
っ
た
「
敗
戦
」
直
後
の
昭
和

二
十
一
年
大
流
行
し
た
「
リ
ン
ゴ

の
唄
」
は
、
軍
国
主
義
の
桎し

っ

梏こ
く

か

ら
解
放
さ
れ
た
感
じ
の
明
る
さ
の

た
だ
よ
う
歌
だ
っ
た
。
サ
ト
ウ
ハ

チ
ロ
ー
作
詞
、
万
城
目
正
作
曲
、

サトウハチロー
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霧
島
昇
、
二
葉
あ
き
子
ら
が
出
演

し
、
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌
っ
て
い
た
。

並
木
路
子
が
「
リ
ン
ゴ
の
唄
」

を
歌
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
当
時
、

リ
ン
ゴ
の
値
段
は
一
個
五
円
と
い

う
高
額
だ
っ
た
。
現
在
に
換
算
す

れ
ば
、
五
千
円
に
相
当
す
る
だ
ろ

う
。サ

ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
は
、「
あ
ゝ

王
杯
に
花
う
け
て
」
な
ど
の
熱
血

小
説
で
一
世
を
風
靡
し
た
、
佐
藤

紅
緑
の
長
男
に
生
ま
れ
、
若
く
し

て
童
謡
、
詩
、
ス
ポ
ー
ツ
小
説
を

書
い
て
い
た
。

一
方
、
歌
謡
曲
は
、
サ
ト
ウ
ハ

チ
ロ
ー
の
ほ
か
、
陸
奥
速
男
、
玉

川
映
二
、
星
野
貞
志
、
山
野
三
郎
、

清
水
士
郎
な
ど
数
十
余
の
別
名
を

使
っ
て
、
奔
放
に
書
き
ま
く
っ
て

い
た
。

ハ
チ
ロ
ー
が
詩
人
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
父
・
紅
緑
が
、
実

母
の
は
る
を
離
婚
に
追
い
や
り
、

舞
台
女
優
の
三
笠
万
里
子
と
同
棲

の
末
、
結
婚
に
至
る
修
羅
場
を
、

中
学
生
時
代
に
見
て
い
た
こ
と

だ
っ
た
。

父
へ
の
反
発
か
ら
生
活
は
荒

れ
、
落
第
、
退
校
、
勘
当
、
留
置

場
入
り
を
重
ね
た
上
、
感
化
院
の

あ
っ
た
小
笠
原
諸
島
の
父
島
で
、

父
の
弟
子
で
あ
っ
た
詩
人
の
福
士

幸
次
郎
と
生
活
を
と
も
に
す
る
う

ち
に
、
影
響
を
受
け
て
詩
に
目
覚

め
、
福
士
の
紹
介
で
西
條
八
十
の

門
下
生
に
な
っ
て
童
謡
を
書
き
は

じ
め
、
数
々
の
雑
誌
や
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
東
光
、
草
野
心
平
、
宮
沢
賢

治
ら
、
後
年
名
を
成
す
作
家
や
詩

人
ら
の
同
人
誌
に
参
加
し
、
大
正

十
五
年
、
二
十
三
歳
の
と
き
処
女

詩
集
『
爪
色
の
雨
』
を
出
版
。

し
か
し
、
詩
で
は
生
活
が
で
き

な
い
。
昭
和
に
入
る
と
、
詩
集
を

刊
行
す
る
一
方
、少
年
少
女
小
説
、

ユ
ー
モ
ア
小
説
を
書
き
ま
く
り
、

映
画
の
主
題
歌
か
ら
、
流
行
歌
の

作
詞
を
盛
ん
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。ま

ず
、
童
謡
で
山
野
三
郎
名
義
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●
心
憎
い
作
詞
術

「
道
中
」
と
は
、
旅
の
途
中
と

か
、
遊
女
が
く
る
わ
の
内
を
盛
装

し
て
ね
り
歩
く
こ
と
の
意
味
で
あ

る
。
流
行
歌
の
一
分
野
に
、
道
中

も
の
を
創
り
出
し
た
の
は
昭
和
の

戦
前
、
ポ
リ
ド
ー
ル
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
か
た
わ
ら
、
作
詞
を
手
が

け
て
い
た
藤
田
ま
さ
と
で
あ
っ

た
。藤

田
は
、
昭
和
九
年
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
東
海
林
太
郎
に
、

松
竹
映
画
『
浅
太
郎
赤
城
の
唄
』

の
主
題
歌
「
赤
城
の
子
守
唄
」
を

歌
わ
せ
て
大
ヒ
ッ
ト
。

つ
づ
い
て
、「
国
境
の
町
」「
旅

笠
道
中
」「
野
崎
小
唄
」「
す
み
だ

川
」
と
、
東
海
林
太
郎
に
よ
る
四

連
続
の
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
て
い

た
。こ

の
う
ち
、
道
中
も
の
の
第
一

弾
「
旅
笠
道
中
」
は
、
藤
田
自
身

の
作
詞
、
大
村
能
章
の
作
曲
だ
っ

た
。道

中
も
の
の
第
二
弾
「
妻
恋
道

中
」
も
、
当
然
、
東
海
林
が
歌
う

予
定
に
な
っ
て
い
た
。
が
、
藤
田

と
東
海
林
太
郎
の
間
に
、
行
き
ち

が
い
が
あ
っ
て
、
新
人
の
上
原
敏

に
お
鉢
が
廻
っ
て
き
た
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
藤
田

は
「
妻
恋
道
中
」
の
二
行
目
の
フ

レ
ー
ズ
に
「
投
げ
て
長
ど
す　

永

静岡県牧之原市出身。本名正人。明
治大学を中退し、ポリドールに入社。
制作部長、文芸部長を歴任しながら
作詞活動を行う。1978 年、日本レ
コード大賞特別賞。

（1908 ～ 1982）

藤田まさと

藤田まさと
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の
旅
」
と
頭
譜
に
「
な
」
を
三
つ

重
ね
る
凝
り
よ
う
で
、
詞
に
愛
着

が
深
か
っ
た
だ
け
に
、
作
曲
の
阿

部
武
雄
に
入
念
な
曲
想
を
練
ら
し

て
い
た
。
東
海
林
太
郎
を
世
に
出

し
て
い
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
自

ら
の
作
詞
し
た
「
妻
恋
道
中
」
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
予
定
し
て
い
た
東

海
林
が
歌
わ
な
い
こ
と
に
な
り
、

急
遽
「
月
見
踊
り
」「
恋
の
編
笠
」

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
上
原

敏
を
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
に
、
特
訓

に
特
訓
を
重
ね
て
、
デ
ッ
ド
ボ
ー

ル
を
う
け
て
で
も
、
出
塁
さ
せ
る

魂
胆
だ
っ
た
。

幸
い
上
原
敏
の
歌
っ
た
「
妻
恋

道
中
」
は
、
当
時
と
し
て
は
超
大

ヒ
ッ
ト
と
も
い
え
る
四
十
万
枚
も

売
れ
、
上
原
敏
は
こ
の
一
曲
で
ス

タ
ー
ダ
ム
に
駆
け
上
り
、
作
詞
の

藤
田
ま
さ
と
も
地
盤
を
固
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

藤
田
は
、
阿
部
武
雄
と
の
コ
ン

ビ
で
「
流
転
」
の
作
詞
に
よ
っ
て

さ
ら
に
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
。
流

行
す
る
歌
は
、
歌
い
出
し
の
二
行

で
決
ま
る
の
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
が

「
流
転
」
は
、
そ
の
鉄
則
に
叶
っ

て
い
た
。

一
番
が
「
男
命
を　

み
す
じ
の

糸
に　

か
け
て
三
七
二さ

い

の

め

十
一
目
く

ず
れ
」、
二
番
は
「
ど
う
せ
一
度

は　

あ
の
世
と
や
ら
へ　

落
ち
て

流
れ
て
行
く
身
じ
ゃ
な
い
か
」、

そ
し
て
三
番
も
「
意
地
は
男
よ　

情
は
女
子　

ま
ま
に
な
る
な
ら
男

を
捨
て
て
」
と
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
し
て
作
詞
家
は
、
そ
の
あ
た
り

の
呼
吸
を
憎
い
ほ
ど
に
心
得
た
歌

づ
く
り
を
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、そ
の
名
手
に
し
て
、

火
野
葦
平
原
作
の
『
麦
と
兵
隊
』

の
作
詞
に
当
っ
た
と
き
、
最
初
の

フ
レ
ー
ズ
は
、

あ
あ　

生
き
て
い
た

生
き
て
い
た

生
き
て
い
ま
し
た

お
母
さ
ん

と
書
い
て
、「〝
生
き
て
い
た
〟
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●
越
路
吹
雪
に
伴
走

昭
和
の
四
十
年
代
半
ば
か
ら

五
十
年
代
前
半
に
か
け
て
、
超
一

流
の
エ
ン
タ
テ
ィ
ナ
ー
と
し
て
、

観
客
の
心
を
鷲
づ
か
み
に
し
た
歌

手
が
い
た
。

宝
塚
歌
劇
団
の
男
役
ス
タ
ー
時

代
、
ヅ
カ
フ
ァ
ン
の
あ
こ
が
れ
の

的
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

ア
ク
シ
ョ
ン
と
歌
に
よ
っ
て
、
一

時
代
を
築
き
あ
げ
た
越
路
吹
雪
で

あ
る
。

こ
の
越
路
と
異
身
同
体
的
な
存

在
だ
っ
た
の
が
岩
谷
時
子
で
、
彼

女
は
神
戸
女
学
院
大
学
の
英
文
科

を
卒
業
後
に
、
宝
塚
歌
劇
団
出
版

部
に
就
職
し
た
こ
と
か
ら
、
八
歳

下
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
と
形
影
の

関
係
に
な
っ
た
。

越
路
の
死
ま
で
越
路
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
、
作
詞
家
と
し
て

成
功
し
た
あ
と
で
も
、
本
業
は
と

聞
か
れ
れ
ば
、
必
ず
「
越
路
吹
雪

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
答
え
て
い

た
と
い
う
。

昭
和
十
四
年
頃
の
こ
と
だ
っ

た
。
宝
塚
歌
劇
の
機
関
誌『
歌
劇
』

の
編
集
部
へ
や
っ
て
き
た
十
五
歳

の
越
路
吹
雪
に
、
自
分
の
サ
イ
ン

の
見
本
を
書
い
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
、
二
人
で
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
後

に
終
生
、
越
路
が
使
い
続
け
る
流

麗
な
サ
イ
ン
を
考
案
し
た
。

日本統治下の朝鮮京城生まれ。神戸
女学院大学英文科卒業。宝塚歌劇団
で機関誌『歌劇』の編集長を努める。
越路吹雪と出会い、マネージャーと
なる。かたわら作詞活動を開始。

（1916 ～ 2013）

岩谷時子

岩谷時子
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こ
の
一
件
か
ら
ふ
た
り
は
意
気

投
合
し
、
岩
谷
時
子
は
越
路
の
相

談
役
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
越
路

吹
雪
が
宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
し
て

歌
手
に
な
り
た
い
と
言
っ
た
と

き
、
岩
谷
時
子
も
宝
塚
歌
劇
団
出

版
部
を
退
職
す
る
決
意
を
し
た
の

だ
っ
た
。

宝
塚
歌
劇
団
を
創
立
し
、
し
が

な
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
町
だ
っ
た
宝

塚
を
、
一
大
歓
楽
街
に
変
え
た
阪

急
社
長
の
小
林
一
三
は
、
秘
蔵
ッ

子
の
越
路
が
一
人
で
は
心
も
と
な

い
だ
ろ
う
と
、
岩
谷
時
子
を
東
宝

文
芸
部
に
所
属
替
え
に
し
、
付
き

人
役
と
し
て
上
京
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。

八
歳
年
上
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
洋
服
や
靴
な
ど
欲
し
い
も
の

が
あ
れ
ば
、
見
境
い
な
く
買
っ
て

し
ま
う
浪
費
癖
の
越
路
の
た
め

に
、
自
ら
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を

支
出
す
る
気
配
り
を
見
せ
た
。

越
路
は
リ
サ
イ
タ
ル
の
直
前
に

な
る
と
極
度
の
緊
張
に
襲
わ
れ
、

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
う
の
で
、
緊
張
を
紛
ら
せ

る
た
め
に
煙
草
を
く
ゆ
ら
せ
、
濃

い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
せ
る
こ
と

も
、
あ
え
て
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
完
璧

を
期
す
る
越
路
は
、
緊
張
も
極
限

に
達
す
る
と
、
足
は
震
え
顔
は
こ

わ
ば
っ
て
見
ら
れ
る
状
態
で
は
な

か
っ
た
。

岩
谷
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
そ
の

と
き
、
越
路
の
背
中
に
指
先
で
大

き
く
「
ト
ラ
」
と
書
き
記
し
、

「
ほ
ら
、
あ
な
た
は
虎
よ
、
何
も

怖
い
も
の
は
な
い
」

と
暗
示
の
励
ま
し
を
か
け
て
、

ス
テ
ー
ジ
に
送
り
出
し
た
。

リ
サ
イ
タ
ル
の
数
ヶ
月
前
か

ら
、
衣
装
を
揃
え
、
髪
の
毛
の
手

入
れ
か
ら
、
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
準
備
に
怠
り
の
な
い
越
路

吹
雪
に
し
て
、
名
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
「
ト
ラ
」
の
暗
示
が
必
須
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
越
路
吹
雪
の
歌
う

シ
ャ
ン
ソ
ン
は
、
す
べ
て
岩
谷
時
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山
本
直
純　
作
曲

渥
美
清　
歌

見
事
な
タ
ン
カ
バ
イ
口
調
で
始

ま
る
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
は
、フ
ー

テ
ン
の
寅
こ
と
、
渥
美
清
が
歌
っ

て
一
大
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た

映
画
主
題
歌
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
、
山
田
洋
次
の

脚
本
・
監
督
、渥
美
清
主
演
で
『
男

は
つ
ら
い
よ
』
の
題
名
で
ス
タ
ー

ト
し
、
渥
美
が
肺
が
ん
で
死
去
す

る
平
成
八
年
ま
で
、
二
十
六
年
間

に
四
十
八
作
も
製
作
さ
れ
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
寅
次
郎
が
生

ま
れ
も
育
ち
も
同
じ
葛
飾
柴
又
の

家
を
出
奔
し
、
足
の
む
く
ま
ま
、

気
の
む
く
ま
ま
、
テ
キ
屋
稼
業
を

や
り
な
が
ら
西
に
東
に
旅
を
す

る
。
そ
の
間
に
、
行
く
先
々
で
女

に
惚
れ
て
稚
拙
な
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を

す
る
が
、
最
後
は
フ
ラ
れ
て
、
ま

た
在
所
に
戻
っ
て
く
る
と
い
っ
た

シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。

背
景
は
変
っ
て
も
、
筋
書
き
は

ほ
ぼ
同
じ
の
「
男
は
つ
ら
い
よ
」

は
、
そ
れ
で
い
て
渥
美
清
の
〝
怪

演
〟
に
よ
っ
て
マ
ン
ネ
リ
に
陥
る

こ
と
が
な
く
、
彼
の
死
去
す
る
ま

で
は
エ
ン
ド
レ
ス
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
も
の
の
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
で
、
渥
美
清
と
車
寅

次
郎
は
完
全
に
一
体
化
し
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
っ
た
。

松
竹
映
画
の
ド
ル
箱
と
化
し

た
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
同
名
の

主
題
歌
を
作
詞
し
た
の
は
星
野
哲

郎
、
作
曲
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
畑
の
山

本
直
純
だ
っ
た
。

こ
の
異
色
あ
る
主
題
歌
を
、
渥

美
清
は
寅
さ
ん
特
有
の
ギ
ャ
グ
で

い
え
ば
「
聞
く
も
の
の
〝
ケ
ツ
〟

ま
で
届
く
口
跡
で
ウ
ナ
リ
、
プ
ロ

の
歌
い
手
と
は
一
味
も
二
味
も
違

う
、
け
っ
こ
う
毛
だ
ら
灰
だ
ら
け

の
歌
」
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の

だ
っ
た
。

男
は
つ
ら
い
よ
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●
空
襲
の
傷
痕
を
背
に

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、東
京
は
、

サ
イ
パ
ン
島
か
ら
飛
来
す
る
Ｂ
29

の
跳

ち
ょ
う

梁り
ょ
う

跋ば
っ

扈こ

の
下
に
あ
っ
た
。

延
べ
百
六
回
の
空
襲
を
受
け
て
い

て
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
と
五

月
二
十
五
日
の
大
空
襲
に
よ
っ

て
、
政
治
・
経
済
・
文
化
を
含
め

首
都
の
機
能
の
過
半
は
喪
失
し
て

い
た
。

後
に
「
お
さ
ら
ば
東
京
」「
銀

座
の
蝶
」「
下
町
の
太
陽
」「
ネ
オ

ン
川
」
な
ど
、
復
興
し
た
東
京
の

町
を
作
詞
し
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
横

井
弘
は
、
四
谷
の
生
家
を
五
月

二
十
五
日
の
空
襲
で
全
焼
し
、
そ

の
一
ヶ
月
足
ら
ず
後
に
召
集
さ
れ

て
、
竹
槍
を
武
器
に
茨
城
県
の
沿

岸
防
備
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

幸
い
八
月
十
五
日
に
終
戦
と
な

り
、
長
野
県
下
諏
訪
町
に
疎
開
し

て
い
た
母
の
下
に
、
復
員
で
き
た

も
の
の
、
敗
戦
直
後
の
大
混
乱
期

で
す
ぐ
仕
事
に
あ
り
つ
け
る
当
て

は
な
か
っ
た
。

横
井
は
、
諏
訪
湖
畔
や
八
島
ヶ

原
湿
原
を
散
策
す
る
日
々
に
、
若

さ
を
発
散
さ
せ
て
い
た
が
、
と
あ

る
日
、
湿
原
に
咲
く
紫
紅
色
の
一

輪
の
花
を
見
つ
け
た
。
菊
科
の
多

年
草
の
ア
ザ
ミ
だ
っ
た
。

こ
の
花
は
日
本
に
六
十
種
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
て
葉
は
大
形
で
深

東京都生まれ。帝京商業学校卒。終
戦とともに家族で長野県下諏訪町
に転居。上京して藤浦洸に師事。
1949 年、「あざみの歌」が NHK ラ
ジオ歌謡として大ヒット。

（1926 ～ 2015）

横井 弘

横井 弘
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い
切
れ
込
み
が
あ
り
、
と
げ
が
多

く
、
か
な
り
の
高
さ
に
成
長
し
た

茎
の
頭
上
に
、
一
輪
の
花
を
咲
か

せ
る
植
物
だ
っ
た
。

植
物
図
鑑
で
調
べ
る
と
、
お
よ

そ
そ
ん
な
解
説
が
し
て
あ
っ
た

が
、
つ
い
数
日
前
ま
で
本
土
上
陸

を
企
む
米
軍
を
、
波
打
ち
際
で
撃

退
す
べ
く
、
肉
弾
攻
撃
の
訓
練
を

受
け
て
い
た
身
に
は
、
一
輪
の
ア

ザ
ミ
の
花
が
、
生
き
る
よ
ろ
こ
び

を
教
え
諭
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。横

井
は
、
短
い
入
隊
期
間
中
に

盲
腸
で
入
院
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
折
に
戦
友
た
ち
の
歌
う
「
湖

畔
の
宿
」
と
か
「
誰
か
故
郷
を
想

わ
ざ
る
」
に
慰
め
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
歌
に
魅
か
れ
て
、
作
詞
家
へ
の

道
を
志
し
て
い
た
。

そ
の
下
地
が
あ
っ
て
、
彼
は
ア

ザ
ミ
の
花
の
感
動
を
一
篇
の
詞
に

綴
っ
て
み
た
。
す
で
に
そ
の
と
き

彼
の
ノ
ー
ト
に
は
、
三
十
篇
近
く

の
詞
が
書
か
れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
、
東
京
へ
戻
っ

た
彼
は
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
臨

時
雇
い
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
。

作
詞
家
を
志
し
て
い
た
横
井
に

と
っ
て
、
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の

職
場
で
あ
っ
た
。
が
、
制
作
の
現

場
に
立
っ
て
み
る
と
、
作
詞
し
た

本
人
は
傑
作
と
思
っ
て
も
、
簡
単

に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。ま
た
、

た
と
え
作
曲
さ
れ
歌
わ
れ
て
も
、

オ
ク
ラ
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
。コ

ロ
ム
ビ
ア
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
北
島
三
郎
と
ト
ッ
プ
を
争
っ

た
水
前
寺
清
子
で
さ
え
、
何
回
と

な
く
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返

し
、
三
年
、
四
年
が
か
り
で
よ
う

や
く
日
の
目
を
見
る
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
。

有
望
な
歌
手
で
も
、
苛
烈
な
試

練
下
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
業
界
で
、

作
詞
、
作
曲
家
の
卵
は
掃
い
て
捨

て
る
ほ
ど
お
り
、
一
篇
の
詞
が
拾

わ
れ
る
の
は
僥
倖
だ
っ
た
の
だ
。

横
井
弘
は
、
詞
を
見
て
も
ら
え

る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
ま
ま
、
会
社
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